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 2026 年 1 月末現在、カナダのエドモントンに

始まるLRTの新規開業都市は、2025年12月30

日に中国の済南に開業したことで217都市になっ

た。前上田大会発表時の2024年3月では212都

市であったので、2 年の間に 5 都市が増えたこと

になる。 

■2年間の動向 

 開業都市を国別に見るとオーストラリア、ベル

ギー、北朝鮮、デンマーク、中国の5ヶ国である。 

2020年からとやや期間をひろげると、中国が6

都市で最も多い。しかし中国では，LRT建設ブー

ムで地方政府が自らの手柄として需要予測に基づ

かず、路線を建設した都市が少なからずあり、こ

うした都市では、速度が遅い、利用者が少ない、

借入金が膨大といった弊害が顕在化した。加えて

不動産不況や、それに伴う地方政府の財政悪化で、

こうした路線の維持が難しくなってきている。 

2020 年 10 月 10 日に雲南省の紅河州（蒙自）

に開業した路線や、同じ雲南省で 2021年5月15

日に丘北県文山州の普者黒に開業した路線は、現

在、運行されていない。青海省の徳令哈で建設さ

れていた 14.4km の路線は、2020 年 5 月に試運

営を開始と報道されていたが、翌 2021 年 4 月に

中止されている。また、広東州佛山の高明区に

2019 年 12 月 30 日に燃料電池の試験的要素をも

って開業した6.6kmの路線も、燃料電池のノウハ

ウが蓄積されたことから廃止された。2007年に天

津、2009年に開業していたゴムタイヤ・トラムの

トランスロールも、保守が難しかったり、軌道敷

の自動車との分離が十分でなかったことなどから、

運行本数減や休止を経て、2023年に正式に廃止さ

れている。アンサルドの地表集電システムを取り

入れて 2017 年 6 月に開業した珠海は、システム

の不調や利用者の少なさから 2021 年 1 月に運行

を停止し、2024 年 5 月に正式に廃止が発表され

た。部分廃止では、瀋陽の桃仙空港への路線(2,6

系統)が、2023年9月の地下鉄2号線の延伸開業

に伴い、2024年10月28日迄に廃止されている。 

 一方、東南アジアでは台湾が積極的に LRT の

整備に取り組んでおり、台北では2018年12月に

開業した新北市淡水区に続き、2023年2月19日

に南の安坑に、2本目のLRTが開業した。また、

淡水区では、路線延伸もおこなわれている。 

 下表ではコペンハーゲンの１都市だけであるが、

近年、LRTの建設ブームとなっているのが、フィ

ンランド、スゥエーデン、ノルウェイ、デンマー

クの北欧 4 ヵ国である。2010 年以降、新たに 6

都市で開業しており、運行都市は 6 都市から 12

都市に倍増した。さらにストックホルムで 2000

年1月にTvärbanan (トヴェルバナン)と呼ばれる

環状線が、引き続いて2023年10月21日にヘル

シンキにヨケリ・ライトレール（Raide-Jokeri）

と呼ばれる環状線が開業している。コペンハーゲ

ンに2025年10月16日に開業した首都圏ライト

レール（グレーター・コペンハーゲン・ライトレ

ール）も環状線である。 

 環状型路線の目的は、既存の放射状の路線を結

びつけてネットワーク化するというところにある

が、加えて、大都市圏では、大学、研究機関が郊

外に拠点を設けるケースが増えており、これらを

有機的に結び付けるという点も特徴である。また、

基本的に新設軌道なのでスピードも速い。ヘルシ

ンキでは BRT としてバスが運行されていたが、

輸送力を高めるため軌道系が導入された。いずれ

も郊外部ということで、都心のような人口密集地

ではないが、運行頻度は高く、利用者も多い。 

 また、地方都市でも LRT 整備が進んでいて、

デンマークでは2017年12月にオーフスにトラム

トレインを取り入れた LRT、2022 年 5 月 28 日

にオーデンセで基幹軸のLRT、2020 年12月 12

日にスゥエーデンのルンドで 5.5km の LRT、

2021 年 8 月 9 日にフィンランドのタンペレで基

幹軸のLRTが開業している。ルンドのLRTは距

離が短いが、ルンド中央駅とルンド大学や国際的

な研究拠点がある研究開発区を結んでおり、2003

年に整備されたBRT路線からの転換であった。 
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■スマートホン・アプリ主体の北欧の運賃決済 

 北欧は、キャッシュレス化が進んでおり、市内

交通のチケットも欧州でみられるような事前にチ

ケットを購入したり、ICカードを購入したりする

スタイルも縮小している。北欧での公共交通の利

用方法としては、電車、バス、タクシー、シェア

サイクルなど複数の交通手段を統合し、検索・予

約・決済をスマホアプリ等でシームレスにおこな

うMaaSが知られている。しかし、その先駆者で

あるヘルシンキの「MaaS Global」社は2024年

3 月に事業を廃止し、アプリである「Whim」は

使えなくなっている。これは、ヘルシンキの公共

交通サービスのレベルが高いため、MaaSのよう

なシステムが必要ないからという。北欧ではスマ

ホアプリを用いた決済方法に急速に移行しており、

それを補助する形でクレジットカードによるタッ

チ決済の導入が進んでいる。 

 スマホアプリによる決済システムは、事業者の

アプリをダウンロードし、そこからQRコード式

の乗車券を購入して、改札にあたっては光学式の

リーダライタにそれを表示するのが主流となって

いる。乗車券の券売機は鉄道線や地下鉄駅にはあ

るものの、LRTの停留場にはほとんどなく、あっ

たとしても現金の利用はできず、支払いはクレジ

ットカードのみである。これに対して増えている

のがクレジットカードのタッチ決済で、電停ある

いは車内のリーダライタにタッチすることで自動

的に1回券の運賃が課金される。なお、デンマー

クの都市ではタッチ決済は導入されておらず、全

国共通の ICカード（Rejsekort）を乗降時に停留

場に設置されているリーダライタにタッチする。 

観光客が少ない地方都市になると、さらにスマ

ホアプリの使用が進んでいる。スウェーデンのル

ンドの場合、車内でタッチ決済もできるが、基本

はスマホアプリによるスコーネ地

域交通の共通チケット購入である。

当然ながら、停留場に券売機はな

い。ルンドでは以前は IC カード

があったが、2021年に廃止されて

いる。野外博物館スカンセンへの

ルートで観光客の利用も多いスト

ックホルムの7系統の路面電車も

電停や車内に券売機やリーダライ

タがなく、タッチ決済もできない

ので、スマホアプリを使えない観

光客は事前に地下鉄駅かコンビニ

で 1 回券か 24 時間券を購入する

しかない。余談であるが、ストッ

クホルムでは国鉄の中央駅でも有人の切符売り場

はないに等しいので、否が応でもスマホを使わざ

るをえない。 

旅行者の立場で見ると、スマホへ登録が必要な

事業者のアプリは、使い方も含めてハードルが高

い。多くの場合、乗車券購入の度にクレジットカ

ードで決済するが、さらにオーフスのように登録

に際し、決済情報の紐付けが必要な場合もある。

オーデンセの場合、停留場にQRコードが表示さ

れていて、それを読み込むと、アプリなしでウェ

ブのブラウザ上でチケットの購入ができる。その

都度の決済なので決済情報の登録は不要である。

クレジットカードのタッチ決済が使える場合は、

停留場に表示があるのでリーダライタでかざすだ

けで良いが、タッチ決済がない都市でも駅のキオ

スクやコンビニでQRコードの入った1回券や24

時間券を購入できる場合がある。こうして購入し

た乗車券は、すぐに有効になるか、車内のリーダ

ライタにかざして有効化する。 

デンマークでは全国共通の IC カード

（Rejsekort、ライゼコート）を駅のコンビニ等で

購入して乗車するが、このカードは 2026 年 5 月

に使用停止になることが確定しており、スマホア

プリのRejsebilletで1回券や24時間券を購入す

るか、クレジットカードと連動したスマホアプリ

の Rejsekort に移行する。スマホアプリの

Rejsekort では、乗降時にホーム等のリーダライ

タの端末にタッチするのではなく、スマホで乗降

を登録し、位置情報で移動するゾーンを計算する

という仕組みとなっている。スマホを持たない地

元の居住者や子供たちには専用の乗車券を貸与す

るという。（北欧のLRTについては、鉄道ピクト

リアル誌 2026 年 5 月号掲載の宇都宮浄人先生と

共同執筆の「北欧のLRT」もご覧ください） 


